






 

こどもの探索・遊びのコンピテンスは、乳児期に形成されるアタッチメント システムと

関係し、幼児の発達臨床では、これらの行動システムを発達の正常の行動的指標としてい

る。 

 最近の研究によれば、こどもの家庭における親との関係の安定性が、保育施設の保母と

の関係に影響し、こどもの家庭外保育の体験が、家庭の親子関係に作用するとされ、両者

の相互作用の視点が必要とされている。 

 この研究は、乳児の探索・遊び行動場面に観察される行動を指標に、母子システムと保

母こどもシステムの相互作用についてとりあげ乳児保育の指針を得ることを目的とする。 

 今回は、初年度で、乳児行動の観察、行動カテゴリーの整備、コードリストの改良など

について検討をつづけており、報告の段階にないので、ここでは、本研究の有力な技法と

して、現在、研究開発中の探索・遊び行動、親和、アタッチメント、多動、凝視・凍結、

依存、攻撃、逃避・自己刺激、自閉、の、臨床型の推移系列のアナログ化一 ETHOGRAM－試

案を紹介する。 

 乳児行動の観察法、ETHOGRAM の作成手続き、行動の推移行列の検定法は別紙のとおりで

ある。 


